
授業の 

コンセプトシート 

対象グループ 

 知的代替      
の教育課程  ２名 

 自立活動を主とした
教育課程     １１名 

どのようなねらい
で、どんな内容に
すればよいか･･･ 



 

「個の課題を焦点化する視点」
からの取組 

 



ケース会議の取組 

担任・学年団
教師から･･･ 

気づき・協働性・共通理解 

付せん紙による実態把握 

指導の方向性
などを確認 

 高次化理論で
整理すると･･･ 

「発達系統表」 

「発達診断評価」をチェックする 

注：分かりにくい項目は、詳しい教師と一緒に 

担任による評価 

レーダーチャートで可視化 



「感覚運動の高次化発達診断モデル」より 

4 

・「感覚入力系」に関する情報が、全くない！ 



「発達診断評価」の結果より 

5 

・「聴知覚」や「発語」が、高い水準であった。 

目指す水準
を示したもの 
（本事例では） 


